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1.技 術 部
(1)クロッピングシステム部門
平成16年度の担当圃場面積は144.8a,作付面積は
春作125.7a(露地113.1a,ビニールハウス9.2a,帆
用温室3.4a),秋作101.7a(露地90.7a,ビニールハ
ウス6.7a,温室4.3a)で給作付面積は227.4a,作付
率は157%であった｡秋作は当部門の汎用温室C棟と
野菜 ･花き部の南小温室を一時的に交換したが,野
菜 ･花き部の連作障害回避に協力するためである｡
今年度は台風が例年になく多数通過し,そのたび
に作物に被害が出た｡特に10月20日に通過した台風
23号では,当部門でもビニールハウスの倒壊が4棟
(3･4･5･6号ハウス),ビニールの破損が1棟
(2号ハウス),それ以外にもダイコン･カンラン･
レタスなどのマルチが外れる,葉が吹き飛ぶ,植物
体が倒伏するなど様々な被害を受けた｡幸いにも,
破損したビニールは張り替え,倒壊したハウスにつ
いては,完全修復が1棟,骨組みのみ修復が1棟,
建設材料 (パイプ等)の購入が1棟と,平成16年度
中に復興が進んだ｡作物については,一部の作目で
生育の遅れが収量の減少につながった｡しかし,た
び重なる台風の影響で野菜の市場価格が高騰したた
め,販売収入は平年並みよりやや多くなった｡
土壌改良についてはカボチャ間作エンバクの作付
に加え,作付の予定がない圃場にエンバクや緑肥用
ヒマワリの作付を取り入れた｡また八浜農場の協力
を得て籾殻の投与も継続して行った｡また,緑道公
園の協力を得て冬季に落ち葉の散布を行った｡
第1表,第2表に2004年度クロッピングシステム
部門作物別耕種概要を示した｡
カンショは6月に,｢ベニアズマ｣の一角でアプ
ラムシが大発生し,(1)節間が短く蔓が伸びない,
(2)花が大量に咲く,などの症状が現れた｡気温の
上昇とともに症状は収まり,秋の収穫時には健全な
株と見分けがつかない所まで回復した｡また,2000
年度まで栽培していた ｢高系14号｣のウイルスフリ
ー苗を購入し,4畦程度栽培した｡｢高系14号｣は貯
蔵性に優れるため,腐敗することなく2月まで販売
することができた｡9月にはハスモンヨトウ･ナカ
ジロシタバが大発生し,収穫時には葉がほとんど無
い状態になった｡しかし,イモの収量に大きな影響
はなく,園児等を対象とする芋掘りも好評であっ
た｡
エダマメは今年度から新しい防鳥ネット (日石バ
ードネット)を導入し,ハトの食害を根絶すること
ができた｡｢北海黒豆｣の3回目の区で,台風の大
雨の影響を受け圃場が水浸しになり,播種直後の種
子が腐敗し大部分を補植した｡他の区についてはあ
まり問題もなく販売も順調であった｡
カボチャは今年度から ｢はやと｣の作付面積を減
らし,ミニカボチャの ｢ほっこり姫｣を導入した｡
｢ほっこり姫｣は食味も良く,栽培も比較的容易で
あったため,来年度以降も栽培する予定である｡今
年度は敷き藁の量が例年の3倍近かったため,抑草
効果は大きかった｡収穫終了後土壌に釣込むのにユ
ンボを使用した｡
スイートコーンは,1回目播種分だけで50本以上
もタヌキの食害にあった｡その後も被害は増え続け,
後半の区では加えてスズメの被害もあり,ネットを
かけるなど対策に苦慮した｡
温室栽培した春作カンランは,前作のシュンギク
の跡地をそのまま使用し栽培した｡収穫時期が遅れ
破裂したのに加えてナメクジが大量に発生したた
め,半分程度が廃棄となった｡秋作カンランは,良
害と台風の風害により早生品種のほとんどが収穫不
能となった｡中晩生の品種についても台風の風害で
欠株が生じたり生育が遅延し,特に ｢うしお｣に代
わる品種として試験的に導入した ｢彩音｣｢四季穫｣
｢晩抽理想｣については収穫が3月になった｡1月
末にはヒヨドリが食害し始めたため,てぐすを張っ
て対策をした｡
春作ブロッコリーは,アオムシ･コナガ･軟腐病
の被害のため,臓芽の収穫はできなかった｡露地秋
作ではカンランと同様に台風の風害により欠株が多
く生じ,かろうじて生き残った株も生育が遅延する
などの影響が出た｡温室栽培のブロッコリーはきれ
岡山大農センター報告 No27 205 29
いなものが収穫できた｡
カリフラワーは露地作で,カンランなどと同様に
特に後半の区で生育が遅延し,凍害に加えて軟腐病
の被害も受け,多くが収穫不能となった｡対照的に
温室栽培では,生育が旺盛で揃いもよく,色も真っ
白できれいなカリフラワーが生産できた｡
ハボタンは今年度から露地作に加え,ポット作り
も本格的に行った｡植物ホルモン剤は使用せず,
様々な大きさのポリポットで根圏を制限して栽培し
た結果,葉の枚数はやや少なくなったが,小ぶりの
ハボタンができ,販売も順調であった｡来年度は葉
の枚数が多くなる方策も見出したい｡
春ホウレンソウは,生育は順調であったが,収穫
時期が遅れとう立ちしたため,今年度も廃棄量が多
かった｡秋の露地作については1･2区で虫が多く,
また台風により乗がちぎれる等の被害が出た｡それ
以外の区でも葉の黄化症状が出て生育が不良となっ
たため,こまめに追肥をするなどの対策をした｡ハ
ウス栽培では生育前半にハクサイダニが大発生した
が,その後持ち直し全て収穫できた｡
ネギは天候の関係で定植を2回に分けて行った｡
今年度も収穫時期を早め,順調に収穫 ･販売が進む
かに見えたが,ネギの生育が進むにつれ需要と供給
のバランスが崩れ,3回目定植分については全量,
2回目定植分についても4割程度を廃棄することと
なった｡一部は採種用に残した｡
秋レタスの露地作は台風で外れたマルチが当たり
葉がちぎれるなど大きな損傷を受けた｡このため生
育が遅れ,｢シスコ｣についてはトンネル栽培を行
った｡収穫終盤にアブラムシが大発生したが,ほと
んど全量を収穫 ･販売する事ができた｡ハウス栽培
は,定植の翌日にビニールハウスが倒壊するという
不幸に見舞われ,その後の生育に大きな影響が出た｡
生育の遅れに加え1月下旬にはヒヨドリの被害もあ
り,｢シスコ｣は全滅したが,｢レッドウエーブ｣に
ついては小さいながらも収穫することができた｡
ニラは,生育途中で葉先が紫色になり,品質が低
下した｡3畦中1畦は ｢黄ニラ｣にするため12月ま
で株を養成した｡12月14日から黒ビニールをかけて
軟化栽培を行ったが,ビニールハウスが倒壊した影
響で温度が確保できず,凍害で菓先が腐りほとんど
収穫できなかった｡また,青ニラについても12月10
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日から透明のビニールトンネルをしたが,同様に収
穫はできなかった｡来年度以降はまたビニールハウ
スで栽培したい｡
ニンニクは,春先までは順調に生育していたが,
4月以降に ｢ハルグサレ病｣らしき病徴が見られ,
半分程度が腐敗し廃棄することとなった｡販売は予
想以上に好調であった｡今後は病気の予防に努めた
い｡
セルリーは今年度も育苗中にナメクジの食害にあ
い育苗が遅れたが,冬季に加温し,収穫 ･販売する
ことができた｡
シュンギクは,初めて南小温室で栽培したところ,
発芽はやや不揃いであったにもかかわらず,その後
の生育が旺盛で過去数年間で最高の豊作となった｡
ツルムラサキは,今年度から本格的に栽培を始め
た作目である｡ 7月から9月の葉菜類が不足する時
期に収穫 ･販売でき,栽培も容易であることから導
入した｡販売はなかなか好調であった｡生育中盤か
らハスモンヨトウが発生し,その駆除には苦労し
た｡
サトイモは台風が通過するたびに強風で葉が破れ
るという被害にあったがイモの収量は平年並みであ
った｡｢石川早生｣ではイモの表皮に亀裂が入って
いるものが多かった｡
ヤマノイモは芽出し中に多くが腐敗し,植え付け
後の欠株が例年より多く半分程度を補植した｡イモ
の大きさはやや小さかったが,イモの形状は良いも
のが多かった｡販売用のイモが貯蔵中に腐敗し,
14kgが廃棄となったので,来年からは収穫後早い時
期から販売する予定である｡
春カブは潅水の不均一が原因で発芽が不揃いとな
り,生育も揃わなかった｡また生育中盤からカブラ
ハバナの幼虫が発生し,販売も不振であったことか
ら,7割近くが廃棄となった｡秋作では台風の影響
でマルチが外れたり,発芽直後に芽が豪雨で叩かれ
たり,強風で葉が折れたりした｡全滅かと心配され
たが,その後持ち直し,収穫することができた｡
ダイコンは春作で販売不振のため半分以上が廃棄
となった｡秋作ではカブと同様に台風の被害にあっ
たが,その後持ち直した｡漬物用の ｢耐痛宮重｣は
販売量が減少し,3割が廃棄となった｡また,3月
まで収穫がずれ込んだ最後の区ではとう立ちした｡
ニンジンは生育,販売とも安定している作目であ
った｡秋作では栽培面積を予定よりも増やしたため,
やや余剰気味であったが割れも少なく廃棄量はそれ
程多くはなかった｡
春バレイショは4品種とも欠株が少なく,生育も
揃い,収量も多かったC天候の関係で収穫を学生実
習で行えなかったため,全て3人で収穫した｡秋バ
レイショは欠株が多く,発芽した株も生育が悪かっ
たため,収量は少なかった｡
ハルウコンは今年度から本格的に栽培した作目で
ある｡健康食品としての利用価値があり,高価格が
期待できるため導入した｡栽培はあまり手がかから
ないが,収穫後の調製作業にやや時間がかかった｡
また,利用者が限られており,単価は高いが大幅な
売り上げ増にはつながらなかった｡
この他,ヤーコン･サ トウキビ･ドラゴンフルー
ツ･アロエベラを試験的に栽培した｡
(山奥隆 ･酒井富美子)
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第 1表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (A)
作 目 誓言 圃 場 讐 品 種 生㌘ kqgR,悪a栽琵莞度 讐 讐
カンショ (1)
カンショ (2)
エダマメ (1)
エダマメ (2)
エダマメ (3)
エダマメ (4)
エダマメ (5)
エダマメ (6)
エダマメ (7)
エダマメ (8)
エダマメ (9)
エダマメ (10)
エダマメ (ll)
エダマメ (12)
エダマメ (13)
カボチャ (1)
カボチャ (2)
カボチャ (3)
カボチャ (4)
カボチャ (5)
スイー トコーン (1)
スイー トコーン (2)
スイー トコーン (3)
スイー トコーン (4)
スイー トコーン (5)
春カンラン (1)
春カンラン (2)
春カンラン (3)
春カンラン (4)
春カンラン (5)
春カンラン (6)
90 酉5
90 西5
171 温室C
167 ハウス6
167 ハウス1
167 ハウス1
17.8 ベニアズマ
2.2 高系14号
0.5 サッポロミドリ
0,6 サッポロミドリ
1.0 サッポロミドリ
0.5 宝石
167 ハウス6 0.9 宝石
167 ハウス5 1.0 宝石
91 西3 2.2 宝石
91 西3 2.2 宝石
91 西3 2.2 宝石
91 西3 2.2 北海黒豆
91 西3 2.2 北海黒豆
91 西3 2.2 北海黒豆
91 西3 2.2 北海黒豆
177 南3 2.5 赤ずきん
179 南3 2.5 利休
176 南3 2.5 えびす
178 南3 1.9 はやと
176 南3 0.6 ほっこり姫
???
? ? ?? ? ? ?
??
?
??
?????
4369.4 2184.7 296 135 25
* * 296 135 25
15.0 300.0
507.0 1267.5
* *
* *
* *
* *
1758.0 1141.6
* *
* *
* *
* *
* *
* *
? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
???????? ? ????
?
??
?
?
?
?
????? ? ?
?? ? ?
?
??? ? ?
? ?
? ? ?
?
?? ??
2,0 カクテルE-51 1762.0 1616.5
2.0 カクテル600
2.5 カクテル600
2.2 カクテル600
2.2 カクテル600
* *
* *
* *
* *
室A 1.3 金系201号甘藍 470.8 1345.1
室A 0.3 マルシェ * *
0.5 おきな * *
3 0.5 マルシェ * *
3 0.5 金糸201号甘藍 * *
3 0.5 マルシェ * *
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ???????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?
???
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第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (A)
作 目 竺_ 賢 圃 場 讐 品 種 篭 量 kT,荒a栽琵莞度 讐 讐
カンラン (1)
カンラン (2)
カンラン (3)
カンラン (4)
カンラン (5)
カンラン (6)
カンラン (7)
カンラン (8)
カンラン (9)
春ブロッコリー (1)
春ブロッコリー (2)
ブロッコリー (1)
ブロッコリー (2)
ブロッコリー (3)
ブロッコリー (4)
カリフラワー (I)
カリフラワー (2)I
カリ･フう り- (31
ハボタン (1)
ハボタン (2)
ハボタン (3)
ハボタン (4)
バクチョイ (1)
バクチョイ (2)
バクチョイ (3)
春ホウレンソウ (1)
春ホウレンソウ (2)
春ホウレンソウ (3)
春ホウレンソウ (4)
春ホウレンソウ (5)
春ホウレンソウ (6)
春ホウレンソウ (7)
春ホウレンソウ (8)
95 西3 0.5 おきな
95 西3 0.5 初秋
95 西3 0.5 南宝
95 西3 1.5 うしお
95 西3 1.0 湖月
95 西3 1.0 うしお
95 西3 0.5彩音
95 西3 0.5 晩抽理想
95 西3 0.5 四季穫
119 南3 1.0 ハイツ
119 南3 0.6 ハイツ
119 西2 0.3 ハイツ
119 西2 0.5 ハイツ
119 西2 0.5 ハイツ
119 温室A 1.0 ハイツ
106 西3′ 0.8 スノークラウン
106■ 西3 1.0 スノークラウン
106 温室A 0.5Lスノークラウン
103 西1 0.3Fl紅はと
103 西1 0.3Fl白はと
103 西1 0.5Fl紅かもめ
103 西1 0.5Fl白かもめ
165 南3 0.5 -
165 南3 0.6 -
165 ハウス2 0.9 -
170 ハウス4 0.5 リード
105 南3 0.6 リー ド
105 南3 0.6 リー ド
105 南3 0.6 リー ド
105 南3 0.6 リード
105 両3 0.6 リード
105 両3 0.6 リード
105 南3 0.6 おかめ
980.7 1508.8 333
* * 333
* * 333
* * 333
* * 333
* * 333
* * 333
* * 333
* * 333
60 50
60 50
60 50
60 50
60 50
60 50
60 50
60 50
60 50
? ? ?
? ?
? ? ?
?????? ?
?
?? ????
?????
?
?? ???
??
?
? ? ? ?? ? ㍑?? ?
??
? ????? ???
??
???????? ?
???
???? ?
??
??
? ? ? ?? ? ?? ? ? ??? ?
??????????
? ???
???? ?
??
?
???
?
??????
?????? ? ? ? ?? ? ????????? ? ?
? ????
??
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第 1表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (A)
作 目
????
?
?
? 品 種 生産量 収量 栽培密度 畦幅 株間
kg kg/10a 株/a cm cm
ホウレンソウ (1) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (2) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (3) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (4) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (5) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (6) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (7) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (8) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (9) 105 南3 0.5 リード
ホウレンソウ (10) 105 南3 0,5 リード
ホウレンソウ (ll) 170 ハウス1 1.0 リー ド
ホウレンソウ (12) 170 ハウス1 0.5 パレー ド
春ネギ (1)
ネギ (1)
ネギ (2)
ネギ (3)
春レタス (Rl)
春レタス (R2)
春レタス (R3)
春レタス (R4)
春レタス (Dl)
春レタス (D2)
春レタス (Cl)
レタス (Cl)
レタス (C2)
レタス (Rl)
レタス (R2)
ニラ
ニンニク (1)
ニンニク (2)
??????????????
??
??????
218 西1 0.3 レッドウエーブ
218 西1 0.3 レッドウエーブ
218 西1 0.3 レッドウエーブ
218 西1 0.3 レッドウエーブ
218 西1 0.3 ダンシング
218 西1 0.3 ダンシング
214 西1 0.3 シスコ
214 西3 1.0 シスコ
213 ハウス5 0.5 シスコ
218 西3 1.0 レッドウエーブ
217 ハウス5 1.0 レッドウエーブ
242 ハウス3 1.5 グリーンベル ト
248 西5 2.0 ホワイト六片
248 西3 1.0 ホワイト六片
431.5 863.0 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
* * 1111
164.4 1096.0 *
* * *
0.0 0.0
1174.9 1236.7
* *
* *
223.5 1277.1
* *
* *
* *
* *
* *
34.4 1376.0
116.7 1167.0
0.0 0.0
122.0 610.0
* *
268.9 1792.7
????
????????
1111
30.8 154.0 1111
833
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
60 15
30 条播
30 条播
30 条播
90 30
90 30
90 30
??????? ??????
??
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第 1表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (A)
作 目 誓言 圃 場 讐 品 種 生kifg% kgR,荒a栽霊莞度 讐 讐
セルリー (1)
セルリー (2)
セルリー (3)
セルリー (4)
春シュンギク (1)
春シュンギク (2)
シュンギク (1)
シュンギク (2)
春ミズナ (1)
春ミズナ (2)
ミズナ (1)
ミズナ (2)
ミズナ (3)
ミズナ (4)
ミズナ (5)
ツルムラサキ
サ トイモ (1)
サ トイモ (2)
サ トイモ (3)
ヤマノイモ
春カブ (1)
カブ (1)
カブ (2)
カブ (3)
カブ (4)
カブ (5)
カブ (6)
春ダイコン (1)
春ダイコン (2)
春ダイコン (3)
118 南小温室 0.2 トップセラー
118 南小温室 0.1 コ-ネル619
118 南小温室 0.1 トップセラー
118 南小温室 0.1 コ-ネル619
173 温室C 0.1 お多福春菊
173 温室C 0.1 お多福春菊
173 南小温室 0.5 大業新菊
173 南小温室 0.3 大乗新菊
109 温室C 0.1
109 温室C 0.1
109 南3 0.5
109 南3 0.3
109 西3 0.4
109 両3 1.0
109 ハウス2 0.7
晩生自茎千筋
晩生自茎千筋
晩生自茎千筋
晩生白茎千筋
晩生白茎千筋
晩生白茎千筋
晩生自茎千筋
247 南3 0.5 線茎
122 西2 5.6 エグイモ
122 西2 2.4 石川早生
122 西2 0.43品種
236 西5 1.0 つくねいも
235 ハウス4 1.0 耐病ひかり
94 西1 0.5 耐病ひかり
94 西1 0.5 耐病ひかり
94 西1 0.5 耐病ひかり
94 西1 0.5 耐病ひかり
94 西1 0.5 耐病ひかり
94 西2 0.5 耐病ひかり
93 西1 1.0 おはる
93 西1 0.5 おはる
93 西1 0.5 おはる
56.2 1124.0 416 60 40
* * 416 60 40
* * 416 60 40
* * 416 60 40
??? ?????????? ?? ???
? ? ?
?
???
??
? ?
?
??
13.7 913.3
* *
319.8 1122.1
* *
* *
* *
* *
190.2 3804.0
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
1140.0 1357.1 125
* * 125
* * 125
23.0 230.0 357
82.0 820.0
666.0 2220.0
* *
* *
* *
* *
* *
485.9 2429.5
* *
* *
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ??
? ?
? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
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第 1表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (A)
作 目 誓 言 圃 場 讐 品 種 生㌘ kqgR,悪a栽琵莞度 讐 讐
ダイコン (1)
ダイコン (2)
ダイコン (3)
ダイコン (4)
ダイコン (5)
ダイコン (6)
ダイコン (7)
春ニンジン (1)
春ニンジン (2)
春ニンジン (3)
春ニンジン (4)
ニンジン (1)
ニンジン (2)
ニンジン (3)
ニンジン (4)
ニンジン (5)
ニンジン (6)
ニンジン (7)
ニンジン (8)
ニンジン (9)
春バレイショ (1)
春バレイショ (2)
春バレイショ (3)
春バレイショ (4)
バレイショ (1)
93 西2 0.3 夏みの早生3号
93 西2 0.7 耐病稔太り
93 西2 0.5 耐病総太り
93 西2 1.0 耐病稔太り
93 西2 0.5 耐病総太り
93 西2 1.0 耐病稔太り
93 西2 1.0 耐病稔太り
120 西1 0.5 向陽2号
120 西1 0.5 向陽2号
120 西1 0.5 向陽2号
120 西1 0.5 向陽2号
120 西2 1.0 向陽2号
120 西2 0.5 向陽2号
120 西2 0.5 本紅金時
120 西2 0.5 本紅金時
120 西2 0.5 向陽2号
120 西2 0.5 向陽2号
120 西2 0.5 向陽2号
120 西2 0.5 向陽2号
120 西2 0.5 向陽2号
186 西5 4.0 男爵いも
183 西5 3.2 メイクイーン
184 西5 0.8 デジマ
2076.0 4152.0
* *
* *
* *
* *
* *
* *
310.2 1551.0
* *
* *
* *
1471.4 2942.8
* *
* *
* *
* *
* *
* *
* *
* *
657.0 1642.5
472.0 1475.0
83.0 1037.5
182 西5 0.8 レッドアンデス 85.0 1062.5
184 西1 5.0 デジマ
ハルウコン 246 西5 0.5 -
サ トウキビ
ヤーコン
ドラゴンフルーツ
アロエベラ
エンバク (1)
エンバク (2)
ヒマワリ
西5 0.1 -
一 西5
- 温室A
一 温室A
一 南3
- 西1
- 西1
0.1 -
0.2 -
0.1 -
8.0 ハエイブヰ
10.0 ネグサレタイジ
2.0 緑肥用
263.0 526.0
? ? ??
?
??? ? ??
? ???
833 60 20
833 60 20
833 60 20
833 60 20
833 60 20
833 60 20
833 60 20
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ?
??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
??
????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ?
? ?? ? ? ?
??
??????
?
??
??
??
??
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第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (B)
作 目 播種日 定植日 収穫始 収穫終
施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P205 K20 N P205 K20
カンショ (1)
カンショ (2)
エダマメ (1)
エダマメ (2)
エダマメ (3)
エダマメ (4)
エダマメ (5)
エダマメ (6)
エダマメ (7)
エダマメ (8)
エダマメ (9)
エダマメ (10)
エダマメ (ll)
エダマメ (12)
エダマメ (13)
カボチャ (1)
カボチャ (2)
カボチャ (3)
カボチャ (4)
カボチャ (5)
スイートコーン (1)
スイートコーン (2)
スイートコーン (3)
スイートコーン (4)
スイートコーン (5)
春カンラン (1)
春カンラン (2)
春カンラン (3)
春カンラン (4)
春カンラン (5)
春カンラン (6)
03/26 06/14 10/01 11/10
03/03 06/14 11/02 11/08
03/30 - 06/10 06/10
03/22 - 06/17 06/18
03/30 - 06/11 06/16
03/31 04/14 06/16 06/17
04/09 04/19 06/21 06/23
04/09 04/22 06/24 06/29
04/11 - 06/30 07/05
04/30 - 07/12 07/20
05/14 - 07/26 08/03
05/28 - 08/05 08/12
06/10 - 08/16 08/24
06/24 - 08/26 09/01
07/07 - 09/06 09/14
03/25 - 06/28 08/06
03/25 - 06/28 08/06
03/25 - 07/01 08/06
03/25 - 06/28 08/06
03/25 - 06/30 08/06
03/29 - 06/23 06/30
04/20 - 07/05 07/12
05/06 - 07/15 07/21
05/26 - 07/29 08/05
06/17 - 08/18 08/19
02/12 04/02 06/21 07/07
02/12 04/02 06/03 06/21
03/03 04/19 06/21 06/28
03/03 04/19 06/01 06/10
03/03 04/19 06/07 06/18
03/03 04/26 06/14 06/17
5.3 18.0 16.0 5.3 18.0 16.0
8.0 19.0 16.5 8.0 19.0 16.5
???
?
???????? ? 〉?
?
?
?
????????
???
?
??
? ? ?
??????
?
?
? ???
????????
???
?
?
?
??? ?? ?ー ?
??
?
? ?
?
?
? ?
?
?
????
?
?
????????
??
?
?
?????? ???
?
?
?
?????
??
?
?
??????
?
?
?
?
????????
??
?
????
?? ?? ?? ?
???
?
?
?
????
?
????????
??????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????
?
???
?
?????
?
?
????
???????
?????
????
???????ー ??
????
???????
????
???????
?? ? ??
???????
????
岡山大農センター報告 No27 2005 37
第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (B)
作 目 播種日 定植日 収穫始 収穫終
施肥量
kg/10a
N P205
基肥量
kg/10a
カンラン (1)
カンラン (2)
カンラン (3)
カンラン (4)
カンラン (5)
カンラン (6)
カンラン (7)
カンラン (8)
カンラン (9)
春ブロッコリー (1)
春ブロッコリー (2)
ブロッコリー (1)
ブロッコリー (2)
ブロッコリー (3)
ブロッコリー (4)
カリフラワー (1)
カリフラワー (2)
カリフラワー (3)
07/15 08/17 11/09 01/24
07/15 08/17 11/08 01/24
07/15 08/17 11/08 01/24
07/29 09/09 11/26 02/14
07/29 09/10 11/29 02/25
07/29 09/17 12/27 03/31
08/I3 09/30 03/07 03/31
08/13 09/30 03/09 03/31
08/13 10/04 03/28 03/31
03/03 04/19 06/07 06/28
03/22 04/26 06/15 06/28
07/15 08/17 11/05 01/24
07/28 09/09 11/12 01/24
08/23 10/05 02/21 03/28
09/10 10/08 01/11 02/24
07/15 08/17 11/02 12/07
08/05 10/05 12/27 02/25
08/13 10/08 01/05 02/10
ハボタン (1) 08/05
ハボタン (2) 08/05
ハボタン (3) 08/05
ハボタン (4) 08/05
バクチョイ (1)
バクチョイ (2)
バクチョイ (3)
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
??????????
?
? ?
?
?
????????? ???????
? …??????????????????????
??????????? ??????????????? ???????
???? ????? ???????????? ? ??????
??????????????????? ????? ??? ?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
????????????
09/17 10/08 11/01 11/22
09/17 10/26 11/22 12/14
10/22 11/19 01/26 02/14
(1) 03/17
(2) 03/17
(3) 03/25
(4) 03/29
(5) 04/08
(6) 04/16
(7) 04/28
(8) 05/17
- 04/21 04/22
- 04/23 04/30
- 04/30 05/11
- 05/11 05/12
- 05/13 05/18
- 05/18 05/24
- 05/31 06/01
- 06/22 06/24
??????? ???
? ?
? ?
??? ????
?
?
???
?
?
?? ???? ? ??
?
??????????????????????????????????????
?
??
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第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (B)
施肥量
作 目 播種日 定植日 収穫始 収穫終 kg/10a
N P205
基肥量
kg/10a
ホウレンソウ (1) 09/01
ホウレンソウ (2) 09/08
ホウレンソウ (3) 09/17
ホウレンソウ (4) 09/24
ホウレンソウ (5) 09/30
ホウレンソウ (6) 10/04
ホウレンソウ (7) 10/12
ホウレンソウ (8) 10/14
ホウレンソウ (9) 10/25
ホウレンソウ (10) 10/29
ホウレンソウ (ll) 11/24
ホウレンソウ (12) 11/24
春ネギ (1) 04/05
04/05
04/05
04/05
春レタス
春レタス
春レタス
春レタス
春レタス
春レタス
春レタス
(Rl) 03/03
(R2) 03/22
(R3) 03/22
(R4) 03/22
(Dl) 03/22
(D2) 03/22
(Cl) 03/03
レタス (C1) 09/10
レタス (C2) 09/21
レタス (Rl) 09/10
レタス (R2) 09/21
- 1O/18 10/22
- 10/18 10/26
- 10/27 12/01
- 11/04 12/01
- 11/15 12/06
- 12/06 12/17
- 12/13 01/18
- 12/08 01/18
- 12/20 01/07
- 01/04 01/21
- 02/07 02/28
- 02/07 02/28
????
??
??????
????????????????????? ?????????????? ???
???? ? ?? ???? ???????????????
? ?
? ?????
?
??? ?
? ?? ?
?
?
?
?
?
?
? ? ????????
? ?
??
?
?
?
?
?
04/0705/07 05/21
04/1405/21 05/31
04/1905/27 06/04
04/2706/04 06/08
04/1405/17 06/04
04/2706/07 06/15
04/0705/18 05/31
10/0512/22 02/23
10/19
10/05ll/25 01/28
10/1912/13 02/28
ニラ 01/03/22 03/07/0104/12 01/24
??????????????????
?
?
? ????????????? ??????? ??
? ????? ??????? ?????
ニンニク (1) 03/09/22 - 05/25 05/25 21.3
ニンニク (2) 10/14 - 21.3
???????????? ???? ???
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第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (B)
作 目
施肥量
播種日 定植日 収穫始 収穫終 kg/10a
N P205
基肥量
kg/10a
セルリー (1)
セルリー (2)
セルリー (3)
セルリー (4)
春シュンギク (1)
春シュンギク (2)
シュンギク (1)
シュンギク (2)
春ミズナ (1)
春ミズナ (2)
ミズナ (1)
ミズナ (2)
ミズナ (3)
ミズナ (4)
ミズナ (5)
ツルムラサキ
サ トイモ (1)
サ トイモ (2)
サ トイモ (3)
ヤマノイモ
春カブ (1)
カブ (1)
カブ (2)
カブ (3)
カブ (4)
カブ (5)
カブ (6)
春ダイコン (1)
春ダイコン (2)
春ダイコン (3)
05/21 10/19 12/22 01/04
05/21 10/19 01/04 01/28
06/08 11/15 01/25 02/04
06/08 11/15 01/25 02/04
03/22 - 04/30 05/21
04/01 - 04/30 05/21
10/08 - 11/11 03/10
10/19 12/07 03/10
03/22 - 04/30 05/21
04/01 - 05/11 05/21
09/17 10/08 11/05 11/26
09/17 10/26 11/26 01/24
10/01 ll/11 12/08 12/17
10/22 11/15 12/28 01/24
10/22 11/19 01/31 02/28
05/21 06/24 07/20 11/15
?????????????
?
??
? ?
? ?
?
???????????? ???
?
??
? ?
?
?
?
?????
?? ?
????? ?
?? ?
???
?
?
??
?
?
??
??
??
????? ?
? ??
?????
??
?
??????
?
?
????
?
??
?
?
???? ?????
??????
?
? ??
????
?
??????
?? ?
????
??????? ?〔
????
?
〞
? ??? ??? ?
っ ?
?????
????
?? ‥?? ? ?っ ????? ‥?? ????? ??
04/08 11/22 11/29 23.3
04/08 11/02 11/09 23.3
04/08 - 11/24 11/24 10,0
04/26 - 11/01 11/04
03/18 - 04/26 06/04
09/02 - 10/18 10/26
09/09 - 10/26 11/05
09/21 12/06 12/20
10/01 - 12/21 01/07
10/05 - 01/07 02/04
10/08 - 02/04 02/23
03/24 - 05/18 06/17
04/05 - 06/10 06/28
04/13 - 06/23 07/06
??????
?
?
?
??????????? ??????
?? ‥?? 〜?????? ???? ????? ??
??????????????? ????????????????????????????????
????????? ???????????? ?????? ??????
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第2表 クロッピングシステム部門2004年度作物別耕種概要 (a)
作 目 播種日 定植日 収穫始 収穫終
施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P205 K20 N P205
ダイコン (1) 09/01
ダイコン (2) 09/01
ダイコン (3) 09/09
ダイコン (4) 09/21
ダイコン (5) 09/21
ダイコン (6) 10/01
ダイコン (7) 10/07
番ニンジン (1) 03/12
春ニンジン (2) 03/17
春ニンジン (3) 03/24
春ニンジン (4) 03/31
ニンジン (1) 08/03
ニンジン (2) 08/ll
ニンジン (3) 08/10
ニンジン (4) 08/17
ニンジン (5) 08/19
ニンジン (6) 08/27
ニンジン (7) 09/01
ニンジン (8) 09/06
ニンジン (9) 09/09
春バレイショ (1) 03/10
春バレイショ (2) 03/10
春バレイショ (3) 03/10
春バレイショ (4) 03/10
バレイショ (1) 09/14
ハルウコン 04/26
サ トウキビ 04/27
ヤーコン 04/26
ドラゴンフルーツ
アロエベラ
??
エンバク (1) 03/10
エンバク (2) 04/09
ヒマワリ 04/09
- 10/26 11/24
- 10/26 11/24
12/06 12/17
- 12/06 02/23
12/15 01/ll
- 01/12 03/07
- 02/03 03/22
- 06/02 06/17
- 06/08 07/05
- 06/17 07/09
- 07/01 07/20
- 10/22 11/26
- 11/08 12/06
- 11/29 02/10
- 12/20 02/25
- 11/29 12/21
- 12/09 01/13
- 01/17 02/15
- 01/28 03/01
- 03/01 03/24
- 05/26 05/28
- 06/02 06/04
- 06/02 06/04
- 06/02 06/04
11/30 12/01
??? ?????? ‥ ?? ????????????????????????????????????
?
????????????????????? ????????
?
?????????
? ?????????????????????
?
?????
??
???????????????????????????????????????
?
??
?????????????? ??????????????????????????????? ?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ??
? ??
?
?
?
?
?
?
??? ?
????
?
?
?
?
?
?
?????
?
?
?
?
?
??????????????????????????
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(2)汎用耕地部門
今年度は,4月中旬から8月下旬にかけては比較
的天候に恵まれ高温多照傾向で推移した｡移植栽培
は岡山水田,八浜水田共に苗の生育は順調に進み,
[郎直えも平年並みに行え,活着も順調であった｡乾
田直播栽培の播種時期は天候に恵まれヒノヒカリ,
アケボノ共に播種時期,発芽共に順調に推移した｡
しかし,穂ばらみ期から出穂期にあたる8月下旬か
ら9月上旬に台風16号,18号が相次いで襲来し,さ
らに登熟期の9月下旬から10月中旬にも台風21号,
23号が襲来した｡その間も秋雨前線の停滞などによ
って曇りや両の日が多く,暴風による不稔もみの増
加に加え天候不順により未熟粒の増加や倒伏がみら
れた｡単収は晩生のアケボノより中生のヒノヒカリ
の方が若干高い結果となった｡水稲の作柄,それぞ
れ作況指数で全国平均が514kg/10a｢98｣,岡山県南
部は492kg/10a,｢92｣であった｡岡山水田は栽培品
種を朝日に統一し,田植え機を用いて成百 (葉齢 5
-5.5)を1号,2号水田に移植栽培 した｡また,
3号水田では,修士 ･卒業論文作成のための試験が
行われ,多くの研究成果が報告された｡八浜水田は
1号～5号水田を乾田直播栽培,6号水田に成苗
(葉齢 5-5.5)を用いた移植栽培とし,中生品種の
ヒノヒカリと晩生品種のアケボノを栽培 して作業の
分散を図った｡また,カキ殻の多い場所では秋落ち
しやすい傾向がみられたため,水田の一部分に追肥
を行った｡
本農場の水稲収量は岡山水田487kg/10a,八浜水
田アケボノ470kg/10a,ヒノヒカリ500kg/10a,辛
均485kg/10aとなり,昨年 (558kg/10a)に比べて
かなり減収した｡また,牧草のヘイ ･スーダンは1
回刈 り目は2500kg/10a,2回刈り目には1968kg/10a,
合計4468kg/10a(生草)となった｡また,本年度は
ヒノヒ*リ18710kg,アケボノ5340Kgを学内販売し
た｡
(多田正人)
第 1表 栽培面積
作 目 栽培様式 品 種 栽培圃場及び面積(a) 合計(a)
岡山水田
水稲 移植 アサヒ
移植 アサヒ
試験研究用
八浜水田
水稲 直播 アケボノ
直播 ヒノヒかノ
移植 アケボノ
牧草 へイ･スーダン
1号 (40)
2号 (64)
3号 (5,研究室･未収穫)
1号 (211)3号 (69) 280
2号 (158)4号 (81)5号 (134) 373
6号 (54) 54
1号 (70) 70
第2表 栽培の概要
作 目 栽培様式 品 種 播種･移植期 ESgi,glEa 種類
施肥量 (kg/10a)
N P20 K20
岡山水田
水稲 移植 アサヒ 5/11･6/16-18 1.3 LP 8.4 8.4 8.4 10/18-10/23
八浜水田
水稲 直播 アケボノ 5/26-5/27
直播 ヒノヒカリ 5/6-5/7
移植 アケボノ 5/ll･6/24
牧草 直播 へイ･スーダン 4/16
6.0 LP 8.4-12.2 8.4 8.4 10/28-ll/2
9.0 002 12-18 7.2 8.4 10/4-10/20
1.3 LP 8.4 8.4 8.4 10/27
7.0 化成 15.4 3.2 3.2 7/ll-9/15
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第3表 水稲防除作業内容
薬 剤 名 圃場名(号田) 使用量/10a 月/日
八浜水田
除草剤 サター ン乳剤 1,2,3,4,5 995m1 5/25-6/28
スタム乳剤 1,2,3,4,5 849m1 5/25-6/17
ラクダ-Lフロアプル 2,4,5, 470cc 6/24
イネグリー ンD粒剤 1,3 780g 6/24
ブローダックス
グ)ンチャー 乳剤
殺虫･殺菌剤 アドマイヤー粒剤
ブラシンフロアプル
ロムダンゾル
バリダシン水和剤
トレボン乳剤
岡山水田
除草剤 フローダックス
殺虫･殺菌剤 ロムダンゾル
バリダシン水和剤
トレボン乳剤
ブラシンフロアブル
6 500cc 6/21
1,2,3,4,5 99cc 6/10
1,2,3,4,5, 2800g 5/31-6/3
1,2,3,4,5,6 67cc 8/21-8/25
1,2,3,4,5,6 99cc 8/21-8/25
1,2,3,4,5,6 96g 8/21-8/25
1,2,3,6
????
??????
? ?? ????? ???? ??
?
8/21-8/25
????????
? ? ?
?
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(3)装置化生産部門
1) 果 樹 部
平成16年度の担当圃場面積は,岡山農場164.4a
(露地102.5a,雨よけハウス54.6a,ガラス室7.3a)
および本島農場49a (すべて露地)の計213.4aで
あった｡岡山農場では技術職員2名と技能補佐員1
名が,本島農場では技能補佐員1名が主に管理を行
った｡
4月下旬の天候が不安定で,低温と数回の強風に
よって発芽直後の新梢に被害が発生した｡7月は記
録的な高温 ･少雨で,果実の品質に影響を及ぼした｡
害虫の発生も多く,湛水設備のない園では干害が発
生した｡4月 ･7月を除いて気温はほぼ平年並みで,
降水量は,5月 ･8月 ･10月 ･12月は平年の2倍以
上であったが,7月と1月は平年の3分の1以下で
あった｡
8月30日 (台風16号),9月7日 (台風18号),9
月29日 (台風21号),10月20日 (台風23号)と大型
台風が4回西日本に上陸し,果樹部にも大きな被害
をもたらした｡特に,岡山市で最大瞬間風速41.4m
を記録した台風23号では,岡山農場2号園の雨よけ
連棟ハウスが倒壊し下敷きとなったリンゴ園が壊滅
的な被害を受けたほか,大温室の窓1枚が破損し,
本島農場では大規模な崖崩れが発生した｡倒壊を免
れた3号園の雨よけ連棟ハウスでも,4度の台風に
よる風で17棟中14棟のフイルムが破損し,西側の数
棟では骨組みの浮き上がりが発生した｡このため,
10,11月に破損したフイルムをすべて張り替え,ハ
ウスの浮き上がり箇所の応急修理を行った｡樹体も,
いずれの樹種目に強風による落葉や葉の傷みが激し
く,来年以降の果実生産への影響が懸念された｡本
島農場では台風16号の被害も大きく,樹の倒伏や潮
害が発生した｡
ハウスが倒壊した2号園西側のリンゴ園は廃園に
せざるを得ず,3月までにハウス骨組と樹をすべて
撤去した｡幸いにも復旧のための予算措置がなされ,
跡地に雨よけ連棟ハウスを復旧再建することが決定
し,年度末に着工した｡再建予定のハウスにはリン
ゴ (`ふじ'および っ`がる')とウンシュウミカン
(`興津早生'および い`しじ')を栽培する予定で,
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1号園でそのための苗木の養成を開始した｡リンゴ
は12月に,ウンシュウミカンは3月に仮植したが,
ウンシュウミカンの苗木は定植直後に寒風害を受け
た｡
岡山農場の生産実績を第1表に,本島農場の生産
実績を第2表に示した｡カキおよびウメを除いて生
産量は前年度と大差はなかったが,販売単価が上昇
した品目が多かったため販売収入は前年度よりも増
加した｡
岡山農場では乗用草刈機の導入により下草管理作
業の能率が大幅に向上し,除草剤を使用する範囲を
減らすことができた｡鳥獣害が年々増加傾向にあり,
岡山農場ではカラス,タヌキおよびキツネによる果
実や施設への被害が増加し,本島農場ではカラスお
よびヒヨドリの果実への食害が著しかった｡
①モモ
7月に晴天が続き降水量が少なかったため果実は
各品種とも250g程度の小玉のものが多かった｡果実
糖度は各品種とも平均13-14と高く,渋みが少なく
食味が良かった｡シンクイムシ類の発生が多く,収
穫期の遅い品種ほど大きな被害を受け, ゴ`ールデ
ンピーデ では収穫量が前年度の3分の2であった｡
市価が高く推移したため高値で販売でき,贈答用の
化粧箱入りも例年よりも多く販売した｡
台風による強風の影響で多くの菜が吹き飛ばさ
れ,残った葉も傷みがひどく9月末には落葉が始ま
った｡4号園では全体的に樹勢が弱くなってきてお
り,今後の生育への影響が懸念された｡
前年度に定植した苗木はおおむね順調に生育し
た｡1号園のモモ樹は今年度もすべて実験用に提供
した｡
②ブドウ
【雨よけハウス】
藤`稔'は糖度が17-18で食味が良く,大きい房
が多かったため生産量が前年度よりも増加 した｡
ピ`オーネ'は今年度も着色不良のものが多く,コ
ナカイガラムシの発生も多かった｡ 巨`峰'は樹勢
が強く,遅くまで副梢の発生が旺盛で花ぶるいが著
しかった｡ マ`スカット･ベ-リーA'は着果量が
多く,例年よりも着色が遅れ,一部の樹では樹勢の
低下が認められた｡ ヒ`ロハンブルグ'は間伐で
樹冠を拡大したことにより樹勢が落ち着き,品質の
良い果実が生産できた｡糖度は25前後で粒の大きさ,
着色ともに良く,香りもあり,前年度の2倍以上の
単価で販売した｡ ァ`-リー ･ステユーベン'は例
年よりも食味が淡泊で,収穫終了後の8月上旬に棄
やけによる早期落葉が発生した｡ デ`ラウェア'は
1回目のジベレリン処理の適期を逃したため,種子
の入った果実が多かった｡
今年度コナカイガラムシの被害が多かったのは園
の中央付近の ピ`オーネ', マ`スカット･ベ-リー
A'および 巨`峰'で,今年度も冬季に租皮剥ぎを
行った｡ 藤`稔'と ピ`オーネ'ではチャノコカク
モンハマキの被害が見られた｡
前年度定植した苗木の生育は港水量の多寡によっ
て異なり,港水量が不足した樹の生育は劣った｡前
年度に引き続き今年度も ピ`オーネ'および デ`ラ
ウェア'を各1本ずつ4月から7月までの間,基礎
農場実習Ⅲを受講した学生が管理した｡
【ガラス室】
マ`スカット･オブ ･アレキサンドリア'の生産
量は前年度並みであった｡2月加温栽培では,成熟
期が高温で日照時間が長かったため果実の糖度が20
以上になるものが多かったが,芳香は例年よりも少
なかった｡無加温栽培では,硬核期にあたる6月中
旬から7月中旬の気温が高く,日射が強かったため,
縮果病の発生が多かった｡大温室では細かな港水量
の調製ができず,樹勢が低下する樹があった｡
グ`ロー ･コールマン'は樹勢が強いため着果量
を増やした｡強勢な新梢には3果房着成させたため,
生産量は前年度の1.8倍となった｡
病害虫の発生は例年よりも多く,地中温度コント
ロール室ではスリップス,大温室と室内温度コント
ロール室ではハスモンヨトウなどの鱗麹目幼虫,
グ`ローコールマン'ではウドンコ病がそれぞれ問
題となった｡
③リンゴ
前年度,シンクイムシ類の被害が多発したため,
交信撹乱剤コンフユーザーAの取り付け時期を5月
初めから4月中旬に変更した｡このため,今年度は
シンクイムシ類の被害がほとんど見られなかった｡
っ`がる'は150-200gの小玉が多く,糖度は12程度
であった｡ ふ`じ'は,間伐の効果があらわれて樹
勢が落ち着き,日当たりが改善されたため,例年よ
りも果実の着色が良かった｡
台風23号の暴風で, ふ`じ'の収穫開始直後の10月
20日,リンゴ園雨よけハウスが倒壊した｡ほとんど
の樹が下敷きとなり被害が甚大であったためリンゴ
園全体を更新することにした｡3月までにすべての
樹とハウスの骨組みを撤去して更地にした後,プラ
ウ耕およびロータリー排を行い,3月末から雨よけ
ハウスの建設を開始した｡新設されたハウスには来
年度苗木を定植する計画であるが,リンゴの栽培面
積は従来の半分程度に減らし,M9白根台で ふ`じ'
および っ`がる'を栽培する予定である｡購入した
苗木にはマルバカイドゥの補助台が付いていたた
め,中間台木の部分から発根するように,マルバカ
イドウ台の直上を針金で縛ってから12月に1号園苗
圃に定植した｡
④カキ
7月の少雨による干ばつのため夏季に落葉する樹
があり, 富`有'などでは果実にシワが入るものが
多くあった｡また,敷皮の台風によって葉が吹き飛
ばされ,主幹が傾く樹もあった｡カラスなど野鳥に
よる成熟采の食害も多かった｡
平`核無'は結果母枝の先端に近い芽の多くが枯
死し,着果量が極端に少なかった｡果実は大玉であ
ったが脱渋後の軟化が早く,販売できた果実の量は
前年度の3割程度であった｡ 西`条'は120g程度の
小さめの果実が多かったが,食味は例年に比べて良
く,生産量は前年度の2倍程度であった｡ 愛`宕'
および 松`本早生富有'は,11月上旬にほとんどの
果実が一斉に成熟し,収穫期間が短かった｡
⑤キウイフルーツ
4月末の3回の強風で700本以上の新梢が誘引前
に根元から折れた｡台風による落葉や葉の傷みもひ
どく,9月に多くの果実を摘果した｡10月中旬から
収穫を開始し,すぐにエチレンガスで追熟して販売
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した｡12月以降に販売する果実は11月末にすべて収
穫し,適宜追熟して2月まで販売した｡摘果前の着
果量が多かったことと樹冠が拡大したことで,台風
後に摘果を行っても前年度並みの生産量であった｡
⑥柑橘類 (本島農場)
本島農場は8月30日に台風16号により潮害を受け
た｡台風16号を含む4回の台風で落葉,枝裂け,中
晩柑類の落下などの被害が発生した｡今年度も労力
不足で管理が行き届かなかったことに加えて,台風
による影響もあり,全体的に樹勢が低下したり枯死
する樹が点在するようになった｡台風による被害が
特に大きかったのはハツサクとレモンで,ハツサク
は農場南西端の 1号園の樹がほとんど完全に落葉
し,レモンは各園でほとんどの樹が倒伏 した｡
甘夏は,前年度3月に収穫した果実を冷蔵保存して
4月から10月まで販売した｡今年度3月に収穫した
果実は,着果数が少なく,台風による落下があった
ため大玉が多くなったが,収穫量は前年度の6割程
度であった｡イヨカンの生産量は多かったが,ウン
シュウミカン,ハツサグおよびポンカンの生産量は
少なかった｡
(近藤毅典 ･永田恵美)
第 1表 平成16年度岡山農場果樹類生産量
種 類 品 種
モモ
ブドウ
リンゴ
カキ
清水白桃
あかつき
紅清水
ゴールデンピー チ
藤稔
ピオーネ
巨峰
マスカットベ-リー A
ヒロハンブルグ
ア-リー ･スチュ-ベン
ネオ･マスカット
デラウェア
マスカット･オブ･アレキサンドリア
グロー ･コールマン
つがる
千秋
ふじ
富有
松本早生富有
平核無
西条
愛宕(生果)
愛宕(乾呆)
3.7
4.0
3,2
4.0
???????????
????
??????
?
?
?
?
? ? ?
?????????????????????????? ??????? ? ??????
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第2表 平成16年度本島農場柑橘類生産量
生産量
(kg)
ウンシュウミカン 2,405
甘夏
イヨカン
ハツサク
ポンカン
レモン
その他
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2) 野菜 ･花き部
16年度は,平年よりも平均気温が高く,降水量も
多かった｡台風は,例年より中 ･四国地方への上陸
が多かった｡9月29日には台風21号が襲来し,農作
物の生育に悪影響を及ぼした｡さらに,10月20日に
は台風23号が襲来し,甚大な被害をもたらした｡野
菜 ･花き部においても,ビニールハウスのビニール
が破損するなどの被害があった｡
野菜および花きの耕種 ･生産の概要をそれぞれ第
1表と第2表に示した｡
①果菜類
スイカは,昨年と同じく 天`竜'を栽培した｡学
生実習で4月20日に定植を行い,6月1日に整枝を
行った｡生育は順調であった｡開花期に雨が多く受
精不良が心配されたが,着果は比較的良かった｡収
穫は7月6日から始め,7月13日に学生実習でも行
い,7月28日終了した｡予定収量は確保できた｡
トマトの春作は,1月14日に播種を行い,2月2
日に鉢上げを行った｡2月25日にポットを給液装置
に置いて養液栽培を開始した｡3月20日頃から開花
し,4月22日に受粉のためマルハナバチを導入し,
トマトトー ンによるホルモン処理も行った｡生育は
順調であったが,5月上旬から葉が一部焼けた症状
が見られた｡5月18日から収穫を始め,7月12日に
終了した｡
トマトの秋作では,播種を7月1日に行い, 7月
9日に鉢上げをした｡7月22日にポットを置いて養
液栽培を開始した｡8月下旬に,給液装置のトラブ
ルが発生し,生育に大きな支障をきたした｡装置を
修理し,その後の生育は徐々に回復したが,果実の
肥大が悪く裂果も多かった｡9月24日から収量を始
め,1月19日に終了した｡
イチゴは,5月12日に親株からランナー受けを行
い, 5月28日にプランターに定植した｡8月上旬か
ら再びその株よりのランナー受けを行い,育苗した｡
定植は9月27日に学生実習で行なった｡定植後の生
育は順調であったが,10月末よりチップバーンが発
生しその後の生育が遅れた｡受粉のため,11月10日
にミツパテを導入した｡薬剤散布を行っていたが,
ハダニが12月下旬から発生した｡チップバーンやハ
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ダニの影響により生育が遅れ,収量が減少した｡
台風23号により倒壊したビニールハウスの使用可能
なパイプを回収し,トマトとイチゴの育苗用の,高
設ベッドを設置した｡
ナスは,3月9日に播種を行い,4月26日に学生
実習で定植した｡台風の影響により結実した果実が
擦れる等の被害があった｡収穫は6月4日から行い,
10月20日に終了した｡
ソラマメは,10月25日に播種し,順調に生育した｡
しかし,高温のためか5月上旬に薬が黄色に変色し,
結実も悪く,5月14日より収穫を行ったものの,収
量が著しく減少した｡
昨年度まで試験的に行っていたキュウリおよびピ
ーマンの栽培を,16年度より作付け体系に取り入れ
た｡
②葉菜類
ハクサイは,15年度までは早生の 無`双'と晩生
大玉の L金将'を栽培していたが16年度には 金`将'
に代えてやや小ぶりの晩成品種 冬`峠'を栽培した｡
直播栽培で1回目の播種を9月9日,2回目を9月
13日に行った｡1回目に播種したハクサイは,収穫
前にヨトウムシが発生し,食害にあった｡株間を昨
年の24cmより少し広くし,30cmで栽培した結果,
3kg前後の適当な大きさのものが収穫できた｡収穫
は11月4日から行い,2月24日で終了した｡1月下
旬に鳥による食害が一部発生したが,防鳥糸を張っ
たので被害は少なかった｡収量は予定量を確保でき
た｡
タマネギは,9月21日に播種し,発芽揃いは良か
ったが,雑草除去に労力を要した｡定植は11月1日
に行い,その後の生育は順調であった｡例年発生す
るべと病も薬剤散布による予防によりあまり発生し
なかった｡抽台が少し見られたが,雑草管理も早め
に行った結果,玉の肥大も良かった｡収穫は4月13
日に早生種から行い, 5月18日の学生実習で終了し
た｡
③花き
電照ギクは,前年と同じく6品種を栽培した｡さ
し芽を7月26日～27日に行い,8月18日に定植した｡
その後の生育は順調であった｡8月20日から電照を
開始し,10月14日に終了した｡台風23号によりビニ
ールハウスのビニールが破損し,また,ハダニによ
り,葉がダメージを受けるなど,品質が著しく低下
し販売出来なかった品種があった｡
露地ギクの生育は順調であった｡ネットを早目に
あげることにより,台風による傾斜などを抑えるこ
とができ,大きな被害はなかった｡
キクを栽培している通路,及び,農道に勢定くず
のチップを敷いて,除草効果を試みた｡
カーネーションは,定植を6月23日に行った｡品
種は リ`セエンヌ', イ`ルミネーション', カ`リデ
イ'であった｡16年度より導入した赤花の カ`リデ
イ'は,花弁に白い斑点が入り品質が劣った｡例年
発生するハダニも薬剤散布による予防でほとんど発
生しなかった｡
(山本 昭)
第 1表 平成16年度野菜耕種 ･生産概要
種 類 品 種 圃場名 面積 収穫量
果菜類
トマト
ナス
スイカ
桃太郎ファイト
筑陽
天竜
キンウリ 金太郎
ソラマメ 打越一寸
イチゴ とちおとめ
キュウリ 夏すずみ
ピー マン ワンダーベル
葉菜類
ハクサイ 無双 ･冬峠
コマツナ 楽天
コマツナ 楽天
ナンゲン葉 音武
チンゲン葉 音武
自タマネギ ターボ ･ネオアース･他
赤タマネギ 狸々赤
タマネギ苗 ターボ ･ネオアース
汎用温室B 440.0(mB)
南 1号 2.0(a)
南 1号 7.5(a)
南 1号 3.0(a)
南 2号 2.0(a)
ガラス温室 181.0(m2)
南 1号 1.0(a)
南 1号 1.0(a)
南2号 8.0(a)
南2号 1.0(a)
ハウス 750.0(m2)
南2号 1.0(a)
ハウス 750,0(m2)
南2号 4.5(a)
南2号 1.5(a)
南2号 2.0(a)
1,493.2(kg)
428.1(kg)
1,201.9(kg)
373.7(kg)
13.5(kg)
125.7(kg)
179.4(kg)
134.7(kg)
1,884.4(kg)
83.1(kg)
258.0(kg)
149.4(kg)
94.6(kg)
1,652.0(kg)
288.0(kg)
11,800.0(本)
第2表 平成16年度花き耕種 ･生産概要
種 類 品 種 圃場名 面積 収穫量
露地ギク 雪小路 ･他
電照ギク 心 ･他
カーネーション リセエンヌ ･他
スターチス ブルーシンフォニー･他
南 2号 5.0(a)
ハウス 250.0(m2)
汎用温室C 70.0(m2)
汎用温室C 70.0(m2)
7,042(本)
1,728(本)
2.051(本)
2,008(本)
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(4)山地畜産部門
(和牛)
平成16年度の飼育牛移動状況を第 1表に示した｡
子牛生産頭数は,雌が14頭,雄が18頭の計32頭であ
った｡本年は,放牧中の繁殖牛1頭が溝に落ちて死
亡した,ほかに,死産が2件,発育不全の牛が1頭
生まれた｡
本年の販売総数は31東で,そのうち子牛が25頭,
肥育牛が6頭であった｡
繁殖成績を,第2表に示した｡人工授精で33頭,
受精卵移植で4頭受胎させることができた｡人工授
精では,昨年と同じくらいの高い受胎率を得ること
ができた,受胎の時期が片寄る傾向は,依然として
改善できなかった｡受精卵移植は,凍結卵を4頭に
移植し全頭受胎した｡
子牛の販売成績を,第3表に示した｡出荷頭数は,
去勢14頭,雌11頭の合計25頭であった｡出荷日齢は,
前年と比較して,去勢で13日,雌で11日短くなった｡
出荷体重は,前年と比較して,去勢では変わらず,
雌では5kgほど減ったが,目齢体重は,去勢,雌と
も良くなっており,発育は,良くなっている｡価格
は,前年より去勢は変わらず,雌は高値であった｡
本年は,2月ごろから生後10日前後の子牛が,下痢
を発症するようになり,これまでの予防プログラム
を基礎にして新たなプログラム模策している処であ
る｡今後も下痢の早期発件 ･早期治療に努め,月齢
に応じた発育の牛を育てたい｡
枝肉販売成績を,第4表に示した｡去勢牛の出荷
は,3頭で枝肉格付は,B-3が2頭,B-4が 1
頭であった｡本年も去勢牛が中期以降の餌喰いが悪
く体重が増えなかったこともあ り枝肉重量が,
450kgを越えることができなかった｡今後もビタミ
ンの給与法と,尿石症に注意しながら発育の良い牛
を育てたい｡
(野久保 隆)
第 1表 平成16年度飼育移動状況
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥 育牛
16.04.01現在 13 1 39 1 13 0 3 70
???? 生産 9 13
振替 1 1 2 4
振替 1 1 2
減 へい死
売却 7
4
1 6
16.10.01現在 14 1 38 2 16 4 3
????
生産 5 5
振替 3 1 2 4
振替 3 1 2
減 へい死 1
売却 4 2 8 3 17
17,03.31現在 12 3 36 2 13 0 4 70
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第2表 平成16年人工授精 ･受精卵移植成績 (16.1.1-16.12.31)
実施 受胎 受胎率
頭数 頭数 (%)
授精回数
1 2 3 4以上
受 胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎
人工授精 37 33 89.1 19 3 12 1
受精卵移植 4 4 100 4
1 1
第3表 平成16年度子牛販売成績
生 後 体 重 日 齢 落 札
若 月冨 芸 誓 生年月日 性 別 冒｡苧 (kg) (監/雷, ,(wf諾
?
?
? ?
?
?
? ?
?
?
母 牛 父 牛
番 号 名 号
16.4.23 R827 15.6.24 雌
R828 15.7.11 雌
R829 15.7.12 雌
R830 15.7.19 去
R832 15.8.3 雌
R837 15.8.23 去
16.6.11 R838 15.9.8 去
R839 15.10.9 去
304 270 0.888 348
287 265 0.923 343
286 255 0.891 278
279 312 1.118 412
264 261 0.988 386
16.7.16 R840 15.ll.6 雌 253
R841 15.11.24 去
16.8.27 R842 15.12.27 雌
R843 15.12.30 雌
R844 15.12.31 去
16.10.15 R846 16.2.21 去
R848 16.3.18 去
?
?
???
??
? ?? ??? ?????
16.3.2 雌
16.3.25 雌
16.4.8 去
16.4.13 雌
16.5.3 雌
16.3.23 去
??? ???????? ?
?
??
?
335
237 235 0.991 390
244 227 0.930 393
241 238 0.987 424
240 262 1.091 444
237 243 1.025 430
?????
211 268 1.270
262 230 0.877
?????????????
??????? ?????
Y196 貴安福
Y199 利花
???????
利花
利花
福重液ET産子
沢茂勝
利花
沢幸土井
利花
Y180 花茂勝2
Y187 花茂勝2
Y221 貴安福
1,694 Y220 福茂波
1,769 Y206 北国茂
1.380 Y177 花茂勝2
6 1.678 Y216 花茂勝2
1,435 Y200 利花
0 1,915 Y208 美津福
4 1,656 Y210 貴安福
4 1,662 Y194 沢幸土井
297 248 0.835 385 1,552 Y222 利花
R856 16.5.27 去 267 249 0.932 471 1,891 Y218 貴安福
R861 16.7.11 去 222 270 1.216 485 1,796 Y214 勝福茂
17.3.18 R858 16.6.23 去 268 258 0.962 481 1,864 Y224 北仁
R862 16.7.11 去 250 282 1.128 536 1,900 Y213 花茂勝2
平均 全頭 25 255 258 1.019 406 1,567
去勢 14 252 268 1.072 437 1,620
雌 11 259 246 0.952 367 1,498
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第4表 平成16年度枝肉販売成績
去月苦 芸 警 性 別 富(蓋)望 霊 芝 監 /kg, 霊 (｡)義
???????????????? ? ? ??
?
?
??? ?
413.1 B-1 520 299,949
350.7 C-1 800 299.333
389.6 B-3 1,730 722,606
436.1 B-4 1,871 831,525
429.4 B-3 1,780 779,714
426.0 C-1 550 247,385
(飼料作物)
平成16年度における飼料作物の生産状況を第 1表
に示した｡
採草地における飼料作物の青草換算による収量は
286,070kgであり,10a当たり平均収量は5,768kgで
あった｡採草地と放牧草地との収量を合わせた総収
量は459,070kgとなった｡利用形態別による収量割
合は青刈 りで42.8%,乾草で10.1%,サイレージで
9.3%,放牧で37.7%となった｡
今年度は8月から続いた台風の影響によりサイレ
ージ調整用の トウモロコシ,ソルゴーの収量が減少
したため,例年と比べ低調なものとなった｡また,
放牧草地では台風の雨により草地の一部で土砂崩れ
の被害がみられた｡
乾草調製用の材料草としてE,K3号草地からイ
タリアンライグラス,スーダングラス,A,K1号
草地からイタリアンライグラスを収穫した｡本年の
乾草収量は平成15年度に比べ青草換算で11,425kgの
減収となった｡今年度はA号草地のおいて播種時期
が2月にずれ込んだ影響もありイタリアンライグラ
スの収量が思うほど上がらなかったことと,夏作の
スーダングラスでは播種後の発芽がE号,K3号草
地共に悪 く,例年の3割から5割減収であった｡ま
た,K2号草地ではエンバクを作付けしたが,収穫
時期の天候が思わしくなく青刈として収穫 したが,
雨の影響で収穫が困難となり1/5ほど収穫できな
かった｡
サイレージ調製用の材料として,A号草地からト
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ウモロコシ,D2号草地からトウモロコシ,ソルゴ
混ー播を収穫 した｡今年度のサイレージ調製収量
(青草換算)は42,870kgと例年の 1/3程度の収量と
なった｡原因として,D2号草地では播種後,イタ
リアンライグラスが繁殖したため初期成育が阻害さ
れ トウモロコシの生育が思わしく,混接したソルゴ
ーの生育をほどこすため早期に刈 り取ったこと｡ま
た,A号,K1号草地では台風の影響で葉が裂け,
茎が折れてしまい生育が止まってしまいA号草地で
は例年と比べ約 3割減収となり,Kl号草地ではサ
イレージにすることが出来ず,青草として利用する
こととなった｡ソルゴーについてはK2号草地とD
2号草地から収穫する予定であったが,収穫前の台
風や雨の影響で圃場の水がはけず,ハ-ベスタによ
る収穫が困難となったことからすべて青刈 りとして
利用したことがあげられる｡
また,今年度もイノシシによる食害がみられたが,
電気牧柵の設置や猟友会によるイノシシ駆除により
わずかの被害でおさまった｡
放牧草地ではオナモミ,イチビ,ワルナスビ,イ
グサ,セイタカアワダチソウなどの雑草がみられ,
毎年学生実習等で除草作業を行っている｡今年度も
ワルナスビ,イグサについては集中して繁殖してい
る箇所へ一部除草剤散布を行った｡効果はみられた
が広範な範囲に繁殖 しているため,今後,数年賭け
除草作業を行う予定である｡
(川畑昭洋)
第 1表 平成16年津高牧場飼料作物生産量
草地 FaSR; 作 物
利用形態別収量 (kg)
放 牧 生草換算
青刈 乾草 サイレージ 放牧 延頭数 収量(kg)
草地当り収量(kg)
生草合計 10a当り
収 量 平均収量
A IOOイタリアンライグラス
トウモロコシ
D2 130トウモロコシ+ソルゴー
ソルゴー
E 76イタリアンライグラス
スー ダングラス
7,390 2,325
5,550 12,030
8,940 6,270
27,210
5.770 1,695
8,790 1,080
イタリアンライグラス+エンバク 3,760
K1 90イタリアンライグラス
トウモロコシ
K2 60エンバク
ー ソルゴー
K3 40イタリアンライグラス
スー ダングラス
12,100 3,490
10,760
9,510
15,970
12,470
8,940 720
19,015 54.175 5,418
35,160
27,750 82,170 6,321
54,420
14,245 32,195 4,236
1も190
3,760
29,550 51,070 5,674
21,520
9,510 41,450 6,908
31,940
12,470 25,010 6,253
12,540
計 496 137,160 9,310 18,300 286,070 286,070 5.768
B 65混播牧草
C 120混播牧草
D1 20混播牧草
F 104混播牧草
G l12混播牧草
H 47混播牧草
1 185混播牧草
14,360 359 14,360 14,360 2,209
36,400 910 36,400 36,400 3,033
480 12 480 480 240
29,920 748 29,920 29,920 2,877
21,480 537 21,480 21,480 1,918
15,040 376 15,040 15,040 3,200
55,320 1,383 55,320 55,320 2,990
計 653 173,000 4,325 173,000 173,000 2,649
合計 1,149 137.160 9,310 18.300173.000 4,325 459,070 459,070 3,995
利用形態別における生葦換算収量
青刈 乾草 サル ジー 放牧 合計
196,650 46,550 42,870 173,000 459,070
*サイレー ジの生草換算はトウモロコシ+ソルゴー Ⅹ3､トウモロコシⅩ2
*乾草の生草換算はⅩ5
*A､Kl号トウモロコシ､D2､K2号ソルゴー 青刈り生草換算はⅩ2
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2.事 務 部
(1)組 織
1)機 構
運営委員会
センター長『『運営会議
FS推進部
企画連携部
事 務 部
｢-タロツヒoンクやシステム部門 畑作
岡山農場 一一十 汎用耕地部門 水田作
卜 装置化生産部門 果樹
: 野菜･花き
し一一(機械システム部門)
八浜農場 一一日 汎用耕地部門 水田作
津高牧場 日日 山地畜産部門 和牛･飼料作
本島農場 一一日 装置化生産部門 果樹
[技 術 部]
2)教職員数
区 分 教育職員(-) 一般職員(-) 計 非常勤職員
技術･事務職員
センター長
主 事
助 教 授
助 手
班 長
主 任
技 術 職 員
事 務 長
係 長
事 務 職 員
計 5
事務補佐員
技能補佐員
技術補佐員
臨時用務員
合 計 5
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?
?
??
?
???
?
?? ??
?
?
?
?
??
????
???
?
???
?
??
?
?
?
?
?
?
3)技術部部門別職員数
部 門
タロツヒOンクt'システム
汎用耕地
装置化生産
果樹
野菜 ･花き
山地畜産
合 計
???
?
?? ?? ?? ??
?
?
??
?↓ ??
(2)予算及び収入
1)予 算 (振替,事項指定等特殊な予算は除く)
平成16年度
事 項
センター経費
(内訳)作付積算分
収入見込分
自動車維持費
清掃費
警備委託費
汚水処理施設運営費
消防設備費
普通庁費
合 計
????
?
?
?
?
金 額 (円)
37,538,000
(15,080,000)
(22,458,000)
356,000
274.000
591,000
259,000
13,000
142,000
39,173,000
2)収 入
平成16年度
区 分 クロツピげ システム 汎用耕地 装置化生産
果 菜 類 665,480
葉 菜 類 1,800,550
根 菜 類 1,473,280
花 井 類 74,770
甘 し ょ類 762,390
果 樹
米
牛
9,102,167
1,330,610
822,160
1,094,150
7,347,970
合 計 4,776,470 9,102.167 10,594,890
(円)
山地畜産 合 計
1,996,090
2,622,710
1,473,280
1.168.920
762,390
7347,970
9.102.167
13,369,146 13.369,146
13,369,146 37,842,673
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(3)土地,建物面積
1)土 地
農場等名 面 積 (m2) 所 在 地
岡山農場 91,992
八浜農場 89,568
本島農場 22,161
津高牧場 312,484
合 計 516,205
(4)営繕工事
1)営繕工事 (1件50万円以上)
平成16年度
工 事 名
津高牧場西部上ダム堆積土撤去
岡山農場ビニールハウス設置工事
津高牧場 トイレ改修工事
本島農場法面崩壊復旧工事
岡山農場高圧配電盤扉修理
岡山農場パイプハウス新嘗工事
(5)会議開催状況
1)運営委員会
岡山市津島桑の木町1-62
玉野市八浜町大崎 1771
香川県丸亀市本島町泊
岡山市日応寺
数量 (式) 金 額 (円)
1 3,150,000
1 750,000
1 600,000
1 997,500
1 561,750
1 4,945,500
開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
16.6.24 1.フィール ド科学センターの運営体制に 1.岡山大学農学部中期計画実
ついて 施のための行動計画について
1.山陽圏フィール ド科学センター運営委
員会の見直しについて
1.平成17年度農学部附属山陽圏フィール
ド科学センター運営委員会委員について
ものづくり』｣の実施について
1.FS推進部 ･企画連携部平
成16年度活動について
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
2.平成17年度農学部附属山陽圏フィール 2.平成17年度公開講座企画書
ド科学センター併任教員について ｢フィールド体験教室 『親子で
3.平成17年度農学部附属山陽圏フィール 野菜づくり』｣について
ド科学センター専任教員の講座への併任 3.津高牧場の環境整備状況に
2)運営会議
開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
1.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター長候補者選考内規について
2.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター内規について
3.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター運営委員会要項について
4.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター運営会議要項について
5.平成16年度春季全国大学附属農場協議
会について
17.5.7 1.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター長候補者選考内規について
2.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター内規について
3.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター運営委員会要項について
4.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド
科学センター運営会議要項について
1.平成15年度第2回農学部附
属山陽圏フィール ド
ター運営委員会について
2.作物別生産物収入について
3.部門別 ･年度別収入状況に
4.平成16年度ワーキンググ
ループ一覧について
5.フィールド科学センター概
要について
6･平成15年度津高牧場環境整
備工事について
7.平成15年度末の備品類整備
状況について
8.技術部会議等について
1.平成16年度農学部附属山陽
圏フィール ド科学センター運
営委員会委員名簿について
2.職場体験学習について
3.平成16年度大学等地域開放
特別事業について
4.フィール ド科学センター利
用申込状況について
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
16.6.277 5.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド科学センター利用要項について6 本島農場学生宿泊所使用要項について7 津高牧8 平成16年度中国 .四国地域大学 附属農場協議会について9 津高牧場和牛飼育等休日業務の外部委託10 生実習にかかるTA経費の要求について 5.技術部会議等について1 平成16年度春季全国大学附
科学センター技術部要項について 属農場協議会について
2.岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド 2.平成16年度大学等地域開放
科学センター生産品事務取扱要項につい 特別事業について
て中期目標 .計画に係る平成16年度計画 3 フィール ド科学センター利用申込状況について4 農学 一般向けホームページ掲載の利用申込書について6 津高牧場和牛飼育等休日業務について7 センター報告第26号について 農 部附属山陽
実施のための行動計画について 圏フィール ド科学センタ一道
2.全国大学附属農場協議会 ｢農場実習の 営委員会について
事故防止に関する調査｣について 2.夏季集中実習について
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
16.9.1106 1.平成15年度センター等経費決算並びに 7.センター報告第26号について1 中期目標 .計画に係る平成
平成16年度当初予算配分について 16年度計画実施のための行動
2.生産物販売に関するワーキンググルー 計画について
プについて岡山大学農学部附属1｣陽圏フィール ド 2 平成16年度全国大学附属農場協議会秋季 協議会について3 中 .四国地域大学附属農場協議会について4 岡山大学農学部附属山陽圏フィール ド科 センター本島農場及び津高牧場学生宿泊所の使用について5 農場体験実習､農家体験実習､牧場実習､作物集中実習について6 大学等開放推進事業についてフィールド科 センター利用申込状況について8 技術部会議等について9
科学センター内規及び岡山大学農学部附 場協議会秋季全国協議会につ
属山陽圏フィールド科学センター技術部 いて
要項について 2.生産物販売に関するワ-キ
2.技術職員の定員削減対策について ンググループについて
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
16.ll.101217152 1.岡山大学農学部附属山陽圏フィールド 6.平成16年度後期実習開始について7 津高牧場畜魂祭について8 フィールド科学センター利用申込状況について9 技術部会議等について1 台風被害復旧計画について
科学センター技術部要項について 2.平成16年度学長裁量経費に
2.平成17年度の授業科目について1 作付け計画 かかる特別配分 (公募分)について3.安全衛生課農学部巡視について4 職場体験実習について5 フィールド科 センター利用申込状況について6 技術部会議等1 報告について
2.平成17年度センター関連実習について 2.フィールド科学センタ一利
3 農学部附属山陽圏フィールド科学センター講演会について4 全国 附属農場協議会 ｢1大 農場1アピール｣の作成について運営委員会について2 平成17年度作付け計画についてセンター関連実習について附属山陽圏フィール ド科学センター講演会について56 公開講座企画書について7 技術 技術職員体験発表 について8 センターパンフレット9 学科目制カリキュラム等検討委員会委員の選出について 併任教員 報告について農学 附属山陽圏フィ ル
2.平成17年度センター専任教員の講座へ ド科学センター運営委員会に
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
17.3.9 3.平成17年度センター関連実習について 2.フィールド科学センタ一利
4.センターパンフレットについて 用申込状況について
5.附属山陽圏フィール ド科学センター講 3.技術部報告について
演会について 4.技術部技術職員体験発表会
6.平成18年度施設整備費等要求書につい について
て7 公開講座企画書について1 年度農学部附属山陽圏フィール 5 予算執行状況についてI 公開講座企画書について
ド科学センター運営会議委員について 2.部門別 .年度別2月現在収
2.平成17年度農学部内各種委員会委員に 入状況について
ついて 3.技術部技術職員体験発表会
3.研究圃場の生産物 (花類)の販売につ について
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(6)施設開放状況
施設利用目的,時期 施設利用者名 期 間 団 体 数 等 参加人数
いもはり 保育園 1 日 39団体 (4,052株) 2,711
(10月3日～11月4日)見学5 12日)2076 )8 10 (1,160株) 580
幼稚園 9 (1,556株) 979
小学校 2 (468株) 347
親子クラブ 16 (658株) 803
その他 2 (210株) 2
あゆみ保育園 1 24
邑久小学校 1日 1 129
竜之口小学校 1日 1 84津島小学校 13
JA兵庫 1日 1 8
岡山市立少年自然 2日1 1 45
(8月22日.8月23日) の家 (延90名)
見学(6月24日)10 72職場体験学習8 ～6月10日) 岡山理科大学 7
甲浦小学校 1日 1 55
牛を勉強する会操山中 校 1日3 1 41(延3名)
岡山大学教育学 3日 1家族
(10月13日～10月15日) 部附属養護学校 (延3名)
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